
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
福
祉
、
高
等
教
育
な
ど
の
分
野
で

韓
国
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
も
の
も
い
る
。
し
か
し
戦
前
の
日
本

の
政
策
が
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
女
子
医
学
教
育
に
大
き
な
影
を
落
と

し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

（
東
京
女
子
大
学
歴
史
学
研
究
室
）

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
国
際
連
合
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
の

保
健
に
関
す
る
専
門
機
関
で
あ
り
、
こ
の
議
事
機
関
で
あ
る
世
界
保

健
会
議
は
一
九
七
六
年
に
伝
統
医
学
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し
、
同

年
よ
り
世
界
的
な
伝
統
医
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
日

本
に
お
い
て
も
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
と
富
山
医

科
薬
科
大
学
和
漢
診
療
部
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
協
力
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

れ
、
伝
統
医
学
の
研
究
、
教
育
、
情
報
交
換
の
分
野
な
ど
で
世
界
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

こ
の
国
際
連
合
の
前
身
に
あ
た
る
国
際
連
盟
に
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
前
身

た
る
保
健
機
関
が
あ
っ
た
。
国
際
連
盟
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
を
お

き
、
一
九
二
○
年
一
月
に
発
足
し
て
い
る
。
保
健
機
関
は
、
・
ハ
リ
の

公
衆
衛
生
国
際
事
務
局
を
一
般
医
事
諮
門
機
関
と
し
、
議
事
機
関
と

幻
に
終
っ
た
国
際
連
盟
の
漢
方
薬
研
究

（
第
一
報
）
ｌ
国
際
連
盟
保
健
委
員
会
に
お
け
る

漢
方
薬
に
関
す
る
討
議
Ｉ

津
谷
喜
一
郎
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し
て
の
国
際
連
盟
保
健
委
員
会
、
事
務
機
関
と
し
て
の
国
際
連
盟
事

務
局
保
健
部
の
三
つ
の
部
門
か
ら
な
り
一
九
二
三
年
十
二
月
に
発
足

し
て
い
る
。

保
健
委
員
会
は
例
年
五
月
と
十
月
の
二
回
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、

一
九
三
一
年
五
月
四
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
の
第
一
七
回
保
健
委
員

会
会
議
で
漢
方
薬
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
各
国
政
府

の
公
衆
衛
生
当
局
へ
の
協
力
と
い
う
議
題
の
一
部
で
、
中
華
民
国
国

民
政
府
へ
の
協
力
と
題
し
た
う
ち
に
含
ま
れ
て
、
五
月
七
日
の
午
前

中
に
討
議
さ
れ
た
。

会
議
の
正
式
の
参
加
者
は
十
九
ヶ
国
か
ら
の
二
三
人
の
保
健
当
局

の
代
表
と
、
事
務
局
保
健
部
部
長
の
ラ
イ
ヒ
マ
ン
博
士
で
あ
る
。
日

本
か
ら
は
、
北
里
研
究
所
の
宮
島
幹
之
助
と
、
当
時
パ
リ
の
日
本
大

使
館
に
勤
務
し
て
い
た
内
務
省
中
央
衛
生
局
の
鶴
見
三
三
、
中
国
か

ら
は
、
中
国
政
府
衛
生
署
長
の
劉
恒
任
の
代
理
と
し
て
、
中
央
防
疫

処
長
の
伍
連
徳
が
参
加
し
て
い
る
。

宮
島
幹
之
助
と
劉
恒
任
は
そ
れ
ぞ
れ
会
議
の
参
加
者
に
、
国
際
連

盟
に
よ
る
漢
方
薬
研
究
の
た
め
の
委
員
会
設
立
に
関
す
る
提
案
（
文

言
○
・
国
．
Ｓ
Ｓ
と
○
・
国
．
己
吊
）
を
配
布
し
て
お
り
、
討
論
は
宮

島
幹
之
助
に
よ
る
日
本
側
資
料
の
読
み
あ
げ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
日

本
に
お
け
る
中
国
医
学
の
歴
史
の
簡
単
な
紹
介
と
、
近
年
の
漢
方
薬

に
関
す
る
科
学
的
な
研
究
の
高
ま
り
が
、
当
時
の
南
満
州
医
科
大
学

の
久
保
田
、
岡
西
ら
の
研
究
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
、
こ
の
分
野
で
の

国
際
協
力
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
漢
方
薬
研
究
国
際
委
員
会
の
設

置
が
提
案
さ
れ
た
。

次
い
で
伍
連
徳
に
よ
り
中
国
側
の
資
料
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
す
で

に
計
画
さ
れ
て
い
た
中
国
国
内
委
員
会
の
メ
ン
ゞ
ハ
ー
が
紹
介
さ
れ
、

同
じ
く
、
国
際
協
力
の
必
要
性
と
、
国
際
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ

れ
た
。そ

の
後
、
ラ
イ
ヒ
マ
ン
博
士
に
よ
り
、
こ
の
提
案
を
支
持
す
る
旨

の
発
言
が
な
さ
れ
た
。
ひ
き
つ
づ
き
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ン
ド
、
イ
ギ

リ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
・
へ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
か

ら
の
参
加
者
に
よ
る
興
味
深
い
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

議
論
そ
の
も
の
か
ら
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
、
㈲
保
健
部
長
・
ラ
イ
ヒ
マ
ン
博
士
が
、
や
や
強
引
と

い
え
る
ほ
ど
強
力
に
こ
の
提
案
を
支
持
し
た
こ
と
。
ロ
イ
ン
ド
代
表

が
、
彼
の
国
の
経
験
か
ら
、
や
や
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
し
た
こ

と
。
当
時
イ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
支
配
下
に
あ
っ
た
。
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
が
、
全
体
的
に
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
代
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表
ベ
ル
ナ
ー
ル
博
士
の
、
漢
方
薬
の
研
究
は
、
東
洋
か
ら
の
近
代
文

明
へ
の
貢
献
に
な
る
と
い
う
説
は
格
調
高
い
も
の
で
あ
る
。
四
漢
方

医
学
、
中
医
学
と
い
う
よ
り
、
漢
方
薬
、
中
薬
に
関
し
て
議
論
さ
れ

た
こ
と
。
⑤
日
本
で
は
す
で
に
漢
方
薬
研
究
を
行
う
臨
床
施
設
が
あ

り
、
国
内
委
員
会
も
す
で
に
で
き
て
い
る
な
ど
の
事
実
誤
認
が
あ
っ

た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

今
回
は
、
こ
の
討
議
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
今
後
、
中
国
、
日

本
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
の
こ
の
会
議
に
の
ぞ
ん
だ
背
景
、
時
代
状

況
、
そ
の
後
の
経
過
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
・
難
治
疾
患
研
究
所
／
北
里
研
究
所

附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

大
東
亜
戦
争
は
日
本
が
そ
の
総
力
を
傾
け
尽
し
た
戦
い
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
時
ま
で
に
軍
の
動
員
し
た
歩
兵
師
団

の
数
は
一
六
九
師
団
に
及
ん
だ
。
国
運
を
賭
し
て
戦
っ
た
と
い
わ
れ

る
日
露
戦
争
で
さ
え
、
動
員
し
た
師
団
は
一
三
個
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
計
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
戦
場
も
中
国
、
満
州
の
大
陸
、
マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
等

の
南
方
諸
国
、
樺
太
、
千
島
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
の
北
方
諸
島
、
南

部
、
中
部
太
平
洋
の
島
喚
と
広
範
な
地
域
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
師
団
は
「
戦
略
単
位
」
と
呼
ば
れ
作
戦
の
中
核
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
師
団
は
画
一
で
は
な
く
、
作
戦
時
の

任
務
、
戦
場
の
地
域
特
性
に
よ
り
、
異
な
る
編
制
を
も
つ
師
団
が
編

成
さ
れ
た
。
本
大
戦
下
で
創
設
さ
れ
た
師
団
の
型
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。一

三
単
位
師
団

大
東
亜
戦
争
に
お
け
る
野
戦
病
院

黒
澤
嘉
幸
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